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【演題募集要項】 

1.演者の資格 

口演の筆頭演者は、会員資格が必要です。演題登録までには本学会へのご入会をお願い

します。筆頭演者以外の共同演者は必ずしも学会員である必要はありません。 

2.演題は未登録のものに限ります。 

3.抄録は次の要領で作成してください。 

（事例研究・研究報告） （事例報告・実践報告） 

1.はじめに(研究目的を含む) 

2.研究方法(対象者、研究方法、分析方法) 

3.倫理的配慮（利益相反を含む） 

4.結果 

5.考察 

6.結論 

1.はじめに(取り組みの目的を含む) 

2.取り組みの内容 

3.倫理的配慮（利益相反を含む） 

4.取り組みの結果 

5.考察 

6.結論 

 

4. 抄録本文の文字数・共同演者の登録に関するルール 

表題名の文字数 サブタイトルを含めて全角 60文字以内 

キーワード 4 つまで 

抄録本文の文字数 10.5 ポイントで全角 1,000 文字以内 

図表 なし 

共同演者 発表者を含めて 20名まで 

所属機関 20 か所まで 

※原則として薬品や検査器具等は一般名を用い（ ）内に商品名と®を記載してください。 

5.倫理的配慮に関すること 

1)人を対象とする研究に関しては、対象者の人権に配慮するとともに、研究の実施にあた 
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って講じられた倫理的配慮について明記してください。また、研究代表者について

は、所属先の倫理委員会での承認を受けていることを明記してください。所属先に倫

理委員会がない場合には、それに代わるものの承認を得ていることを明記してくださ

い。 

2)事例報告・実践報告に関しては、関係機関・自施設の学会発表に関する承認を受けてい

ることを抄録に記載してください。利益相反の有無を明記してください。 

3)尺度等の使用許諾、商標登録物の使用許諾はあらかじめ得て,抄録内にそのことを明記 

してください。 

 

6.演題の登録方法について 

1)演題登録は、p.4～p.5 の抄録の形式に添って記載した原稿に文書保護のためのパスワー 

ドをかけて、メールで大会事務局までお送りいただきご登録ください。 

大会事務局メールアドレス  passct-society@umin.org  事務局長 川田陽子宛 

学会ホームページ http://square.umin.ac.jp/passctnursing/index.html 

2) 演題登録の締め切り日は 2019 年 5 月 25 日(金)です。 

 

７．査読結果の通知・査読後の修正について 

演題の査読結果は 2週間後にメールで通知します。 

1)査読の結果、追加修正を査読者から求められた場合は、所定の期日(査読結果の通知時

に記載)に再提出してください。 

2)その他の注意事項 

(1)本学会の抄録集に掲載された著作物（電子媒体への変換による利用も含む）の複製

権、公衆送信権、翻訳・翻案権、二次的著作物利用権、譲渡権等は本学会に譲渡され
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たものとします。著作者自身のこれらの権利を拘束するものではありませんが、再利

用する場合は事前に PAS-SCT 看護学会までご連絡ください。 

(2)参加申込や演題応募により本会へ提出いただいた個人情報は、受付、各種通知、抄録

集の編集および発送、問い合わせ等に利用します。また、抄録集の作成にあたり、ご

提出いただいた氏名、所属施設名、抄録は、契約した制作会社に提供いたします。そ

の他、個人情報の取り扱いについては学会事務局へお問い合わせください。 

(3)その他、ご不明な点があれば大会事務局にお問い合わせください。 

passct-society@umin.org  事務局長 川田陽子宛 
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タイトル (MS 明朝 12 ポイント) （事例研究・研究報告用） 

 

                   氏名(所属) 

                   氏名（所属） 

キーワード（４つまで） 

本文(MS 明朝 10.5 ポイント) 1,000 文字以内 

1.はじめに(研究目的を含む) 

2.研究方法(対象者、研究方法、分析方法) 

3.倫理的配慮(利益相反を含む) 

4.結果 

5.考察 

6.結論 

  



5 

 

タイトル (MS 明朝 12 ポイント) （事例報告・実践報告用） 

 

                   氏名(所属) 

                   氏名（所属） 

キーワード（４つまで） 

本文(MS 明朝 10.5 ポイント) 1,000 文字以内 

1. はじめに(取り組みの目的を含む) 

2. 取り組みの内容 

3. 倫理的配慮（利益相反を含む） 

4. 取り組みの結果 

5. 考察 

6. 結論 

 


